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世帯数 363世帯
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女 360人
計 681人
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令
和
五
年
の
新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
年
の

お
慶
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
は
晴
天
が
続
き
、
村
内
に
残
る
雪
は
少

な
く
、
穏
や
か
な
年
明
け
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
二
月
に
村
長
に
就
任
し
、
一
年
が
経

と
う
と
し
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
中
止
や
延
期
を
し
て

い
た
行
事
や
会
議
な
ど
も
、
三
年
ぶ
り
に
開
催

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
コ
ロ
ナ
か
ら
の
回
復
の

兆
し
が
見
え
始
め
て
き
た
こ
と
が
感
じ
ら
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

村
内
で
は
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ
レ
ー
ス
や

マ
ウ
ン
テ
ン
バ
イ
ク
レ
ー
ス
、
お
ん
た
け
湖

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
な
ど
、
全
国
各
地
か
ら
選
手

を
迎
え
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た

ほ
か
、
愛
知
用
水
の
受
益
・
市
町
、
関
係
団

体
・
企
業
な
ど
か
ら
も
、
森
林
整
備
等
で
多
く

の
方
々
に
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。

ま
た
、
交
流
人
口
、
関
係
人
口
の
増
加
を
目

指
し
た
試
み
と
し
て
、
長
野
県
立
大
学
と
包
括

連
携
協
定
を
結
び
、
「
推
し
村
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
と
し
て
現
在
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
住
民
と
の
交
流
を
通
し
て
、
新
た
な
視
点

で
学
生
た
ち
か
ら
、
提
案
や
意
見
を
い
た
だ
け

る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
明
る
く
活
気
の
あ
る
村
づ
く
り

の
た
め
に
、
新
た
な
取
り
組
み
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

さ
て
、
御
嶽
山
噴
火
災
害
か
ら
八
年
半
の
歳

月
が
経
過
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
秋
に

王
滝
頂
上
か
ら
剣
ケ
峰
ま
で
の
間
に
二
基
の

シ
ェ
ル
タ
ー
が
完
成
し
、
ハ
ー
ド
面
の
対
策
が

完
了
し
ま
し
た
。

今
年
こ
そ
は
、
登
山
道
等
の
安
全
が
確
認
さ
れ

た
段
階
で
、
以
前
と
同
じ
よ
う
に
王
滝
口
か
ら

も
剣
ケ
峰
に
登
れ
る
よ
う
、
規
制
緩
和
を
出
来

る
だ
け
早
い
時
期
に
実
施
し
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。

八
月
に
県
に
よ
り
、
御
嶽
山
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
「
山
テ
ラ
ス
王
滝
」
が
開
館
し
た
と
こ
ろ

で
す
。
村
と
し
ま
し
て
も
、
田
の
原
周
辺
の
整

備
を
進
め
、
自
然
の
豊
か
さ
と
厳
し
さ
を
多
く

の
方
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
御
嶽
山
周
辺
の
活

気
を
取
り
戻
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

人
口
減
少
が
進
む
厳
し
い
現
状
で
は
あ
り
ま

す
が
、
先
ず
は
村
に
訪
れ
て
い
た
だ
け
る
交
流

人
口
を
増
や
し
、
人
や
物
の
流
れ
を
加
速
化
さ

せ
、
経
済
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
考

え
ま
す
。

令
和
五
年
、
今
年
が
住
民
の
皆
様
に
と
っ
て
、

良
い
意
味
で
「
飛
躍
」
し
、
私
た
ち
の
生
活
が

大
き
く
「
向
上
」
す
る
年
と
な
る
こ
と
を
心
か

ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和
五
年
一
月

王
滝
村
長

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

sayako Ikeda



〇
木
曽
消
防
協
会
長
表
彰

【
功
労
章
】
副

団

長

滝

正
樹

【
勤
続
章
】
係

長

下
出
哲
朗

【
技
術
章
】
班

長

原

胤
裕

【
精
勤
章
】
副
分
団
長

家
高
剛
宏

【
退
団
者
感
謝
状
】

前

団

長

小
山
史
剛

様

〇
退
職
報
償
授
与
伝
達

【
消
防
庁
長
官
退
職
報
償
授
与
】

前

団

長

小
山
史
剛

様

〇
村
長
表
彰

【
勤
続
章
】

（

年
）

団

長

田
近
哲
也

副

団

長

小
松

智

分

団

長

下
出
竜
二

【
退
団
者
感
謝
状
】

前

団

長

小
山
史
剛

様

【
後
援
隊
退
任
者
感
謝
状
】

前
後
援
隊
員

上
野
長
敏

様

前
後
援
隊
員

北
村
加
保
里

様

前
後
援
隊
員

下
村
郁
子

様

〇
団
長
表
彰

【
功
労
章
】
班

長

藤
田
勝
巳

【
努
力
章
】
班

長

倉
橋
孝
四
郎

団

員

島
崎

直

【
精
勤
章
】

（

年
）

団

員

園
田
紗
季

【
精
勤
章
】

（
５
年
）

団

員

巾

幸
太

団

員

井
川
夏
子

団

員

梶
原
啓
太

団

員

島
尻
大
輔

【
精
勤
章
】

（
３
年
）

団

員

辻

俊
也

団

員

宮
津

旭

団

員

古
畑
将
太
郎
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１
月

日
（
金
）
、
王
滝
村
消
防
団

出
初
式
が
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
対
策
を
実
施

し
た
う
え
で
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
式
典
に
続
い
て
、

田
近
団
長
を
先
頭
に
村
公
民
館
前
で
団
員
の
分
列
行

進
を
行
い
ま
し
た
。

令
和
５
年
の
表
彰
者
は
、
以
下
の
と
お
り
で
す
。

（
敬
称
略
）

〇
日
本
消
防
協
会
長
表
彰

【
功
績
賞
】
団

長

田
近
哲
也

【
精
績
章
】
副

団

長

小
松

智

〇
長
野
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
永
年
勤
続
功
労
章
】

団

長

田
近
哲
也

副

団

長

小
松

智

分

団

長

下
出
竜
二

【
功
労
章
】
本

部

長

河
口

晃

【
努
力
章
】
副

団

長

滝

正
樹

【
精
績
章
】
副
本
部
長

稗
田

実

【
技
術
章
】
分

団

長

下
出
竜
二

【
精
勤
章
】
団

員

宮
原
智
也

団

員

有
村
将
哉

団

員

田
中
晋
乃

【
退
団
者
感
謝
状
】

前

団

長

小
山
史
剛

様
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令
和
５
年

消
防
団
出
初
式
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【
村
内
の
景
観
維
持
に
つ
い
て
】

・
空
き
家
の
処
分
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、
所
有
者
へ
連
絡
し
、

し
っ
か
り
管
理
す
る
よ
う
に
伝
え
て
ほ
し
い
。

・
旧
営
林
署
跡
地
に
つ
い
て
、
所
有
者
は
ど
う
い
う
目
的
を
持
っ
て

い
る
の
か
、
明
確
に
し
て
ほ
し
い
。
ま
だ
処
分
さ
れ
て
い
な
い
土

地
は
適
正
に
管
理
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
村
へ
無
償
で
譲
渡
す
る

よ
う
要
望
し
て
ほ
し
い
。

・
休
耕
田
が
増
え
て
い
る
。
王
滝
村
の
農
地
を
蘇
ら
せ
る
村
長
の
考

え
を
聞
き
た
い
。

【
公
共
交
通
関
係
】

・
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
場
合
、
通
院
等
が
不
便
で
、
心
配
も
あ

る
。
地
域
バ
ス
も
動
い
て
い
る
が
、
使
い
づ
ら
い
。
運
転
免
許
返

納
者
の
バ
ス
無
料
乗
車
等
は
で
き
な
い
か
。

・
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー
の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
と
聞
い
た
。
そ

の
よ
う
な
サ
ー
ビ
ス
は
考
え
て
い
な
い
か
。

【
道
路
・
上
下
水
道
設
備
関
係
に
つ
い
て
】

・
村
道
１
号
線
の
自
転
車
マ
ー
ク
が
書
か
れ
た
が
、
ど
う
い
う
目
的

か
。
一
時
停
止
線
や
「
止
ま
れ
」
の
道
路
標
示
が
薄
れ
て
い
る
の

で
、
そ
ち
ら
を
優
先
し
て
ほ
し
い
。

・
村
道
第
１
号
線
は
、
法
面
の
雑
木
を
全
部
切
り
払
っ
て
、
落
ち
葉

が
落
ち
な
い
く
ら
い
ま
で
き
れ
い
に
し
て
ほ
し
い
。

・
県
道
２
５
６
号
線
下
交
差
点
改
良
工
事
の
進
捗
が
な
い
が
、
状
況

を
教
え
て
ほ
し
い
。

・
同
改
良
工
事
に
つ
い
て
、
横
断
歩
道
は
ど
う
し
て
も
必
要
。

・
小
型
除
雪
機
を
更
新
し
て
ほ
し
い
。

・
冬
期
間
、
塩
カ
ル
散
布
だ
け
で
は
対
応
で
き
な
い
箇
所
が
あ
る
。

・
中
越
区
内
の
農
道
の
一
部
が
陥
没
し
て
い
る
の
で
、
修
繕
を
お
願

い
し
た
い
。

・
地
区
内
の
道
路
の
舗
装
を
直
し
て
ほ
し
い
。

・
道
路
脇
の
立
木
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
で
、
伐
採
し
て
ほ
し
い
。

・
尾
島
橋
の
修
繕
は
ど
う
な
る
の
か
。
通
れ
な
い
と
不
便

・
村
道
第
１
号
線
が
暗
い
の
で
、
街
灯
を
付
け
て
ほ
し
い
。

・
八
幡
堂
交
差
点
の
１
号
線
が
狭
い
。
改
良
工
事
は
出
来
な
い
の
か
。

・
村
道
第

号
線
「
王
滝
ト
ン
ネ
ル
」
の
補
強
工
事
の
内
容
を
知
り

た
い
。

・
県
道
第
２
５
６
号
線
大
島
か
ら
長
野
県
製
薬
ま
で
の
間
の
改
良
を

要
望
し
て
ほ
し
い
。
三
郎
沢
は
大
型
車
通
行
止
で
、
道
路
も
汚
い
。

県
へ
強
く
要
望
し
て
ほ
し
い
。

・
村
内
の
道
路
。
部
分
的
に
は
改
良
舗
装
が
実
施
さ
れ
て
い
る
が
、

そ
う
で
な
い
区
間
は
、
ど
の
よ
う
な
計
画
で
改
良
さ
れ
る
の
か
。

障
が
い
者
に
は
凹
凸
が
歩
行
訓
練
の
支
障
と
な
る
。

令
和
４
年
度

地
区
行
政
懇
談
会
で
出
さ
れ
た
意
見
、
要
望
は
次

の
と
お
り
で
す
。
回
答
で
き
る
も
の
は
、
４
月
以
降
の
行
政
連
絡
員

会
議
で
お
答
え
し
、
回
状
等
で
配
布
し
ま
す
。

（
一
部
の
発
言
内
容
は
要
約
し
て
あ
り
ま
す
）

【
ス
キ
ー
場
に
つ
い
て
】

・
今
後
、
ス
キ
ー
場
は
ど
う
な
っ
て
い
く
の
か
。

・
訴
訟
を
起
こ
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
は
、
村
に
何
等
か
の
落
ち
度
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
令
和
３
年
の
年
末
に
２
５
０
０
万
円
を

払
っ
た
時
点
で
、
落
ち
度
が
あ
っ
た
と
い
う
感
じ
が
し
て
い
る
。

・
前
指
定
管
理
者
（
㈱
ア
ン
カ
ー
）
が
ス
キ
ー
場
を
運
営
す
る
こ
と

は
あ
る
の
か
。

・
裁
判
に
負
け
た
場
合
、
更
に
膨
大
な
お
金
が
要
る
の
で
は
な
い
か
。

・
裁
判
の
時
間
が
か
か
っ
て
い
る
理
由
は
何
か
。

・
「
取
り
消
し
」
が
無
効
と
な
れ
ば
、
現
指
定
管
理
者
は
ど
う
の
る

の
か
。

・
事
業
者
ア
ン
ケ
ー
ト
が
実
施
さ
れ
て
い
る
。
委
託
費
は
い
く
ら
か
。

・
ス
キ
ー
場
は
今
後
、
止
め
る
の
か
、
続
け
る
の
か
。
人
口
減
少
が

続
き
、
財
源
も
少
な
い
中
、
毎
年
２
億
円
と
い
う
金
が
出
て
い
る
。

事
業
者
も
減
っ
て
い
く
中
で
、
今
後
ど
う
し
て
い
く
の
か
を
聞
き

た
い
。
（
同
様
の
意
見
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。
）

・
ス
キ
ー
場
を
止
め
た
場
合
の
積
立
は
あ
る
の
か
。

・
ス
キ
ー
場
に
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
し
て

年
近
く
に
な
る
が
、

指
定
管
理
者
制
度
の
効
果
が
出
て
い
な
い
。
修
繕
費
の
村
負
担
は

理
解
す
る
が
、
赤
字
補
填
と
な
る
と
、
他
の
民
間
事
業
者
と
の
不

公
平
感
が
出
て
く
る
。

・
仮
に
ス
キ
ー
場
を
止
め
た
場
合
、
寒
参
の
信
者
さ
ん
も
減
っ
て
お

り
、
冬
場
の
観
光
客
は
激
減
が
見
込
ま
れ
る
。
名
古
屋
市
民
休
暇

村
の
存
続
に
も
影
響
が
出
る
の
で
は
？
。

・
現
指
定
管
理
者
に
い
く
ら
払
っ
て
い
る
の
か

・
村
は
ス
キ
ー
場
に
お
金
を
出
す
ば
か
り
。
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る
か

考
え
な
い
と
。

・
以
前
の
不
法
廃
棄
物
処
理
や
、
裁
判
経
費
な
ど
、
今
ま
で
ス
キ
ー

場
に
い
く
ら
掛
け
た
か
を
知
り
た
い
。

・
村
が
行
う
事
業
は
、
大
き
な
目
標
や
目
的
が
あ
っ
て
事
業
化
が
成

り
立
っ
て
い
る
。
も
う
一
度
原
点
に
返
っ
て
、
村
の
目
標
と
し
て

ス
キ
ー
場
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
検
討
し
て
も
ら
い
な
い
。

・
入
込
が
少
な
い
ス
キ
ー
場
の
行
く
末
が
心
配
。
誘
客
の
ア
イ
デ
ィ

ア
は
な
い
か
。

【
観
光
振
興
に
つ
い
て
】

・
ス
キ
ー
場
の
ほ
か
に
、
マ
ラ
ソ
ン
、
バ
イ
ク
等
イ
ベ
ン
ト
で
宿
泊

業
者
等
に
利
益
が
あ
る
の
か
。

・
御
嶽
山
に
お
客
さ
ん
が
来
る
と
、
今
の
田
の
原
の
施
設
で
は
難
し

い
と
思
う
。
信
者
さ
ん
を
大
事
に
す
る
こ
と
が
良
い

・
お
ん
た
け
観
光
局
へ
村
か
ら
補
助
金
が
出
て
い
る
か
聞
き
た
い
。

イ
ベ
ン
ト
の
時
、
参
加
者
を
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
送
迎
し
た
時
、
観

光
局
会
員
の
利
用
者
は
無
料
で
、
非
会
員
の
利
用
者
は
２
０
０
円
。

村
の
公
用
車
で
運
行
し
て
い
る
の
に
、
利
用
料
が
必
要
な
の
は
ど

う
か
。

・
観
光
地
と
銘
打
っ
て
い
る
が
、
特
産
の
お
土
産
が
な
い
。
地
域
お

こ
し
協
力
隊
員
に
よ
る
特
産
品
開
発
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

・
田
の
原
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
た
。
村
と
し
て
既
存
の

観
光
セ
ン
タ
ー
、
田
の
原
山
荘
の
取
扱
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

・
観
光
入
込
者
が
減
っ
て
お
り
、
観
光
業
に
携
わ
る
事
業
者
は
営
業

を
継
続
す
る
か
、
事
業
廃
止
す
る
か
の
選
択
に
迫
ら
れ
て
い
る
。

・
冬
季
の
“
あ
り
が
と
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
”
は
ス
キ
ー
場
へ
の
道
路

沿
線
以
外
の
宿
泊
施
設
に
は
恩
恵
が
な
い
。

【
社
会
福
祉
関
係
】

・
村
内
の
高
齢
化
、
人
材
不
足
に
よ
り
、
今
後
の
社
協
が
心
配
。

【
農
林
業
振
興
関
係
】

・
上
島
、
中
越
用
水
か
ら
漏
水
が
あ
り
、
農
作
業
の
支
障
と
な
っ
て

い
る
。
水
路
全
体
を
点
検
し
、
計
画
的
に
修
繕
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

・
農
地
所
有
者
な
ど
を
集
め
て
、
み
ん
な
の
意
見
を
聴
く
場
を
設
け

て
ほ
し
い
。

・
森
林
環
境
税
を
活
用
し
た
森
林
整
備
の
進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
。

・
自
分
の
山
の
木
を
切
る
時
に
、
役
場
へ
の
届
出
は
必
要
か
。

・
遊
休
農
地
の
所
有
者
に
対
し
、
草
刈
り
等
の
管
理
を
行
う
よ
う
周

知
し
て
ほ
し
い
。

【
有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て
】

・
芝
公
園
を
整
備
し
た
が
、
イ
ノ
シ
シ
に
荒
ら
さ
れ
て
芝
刈
機
が
使

用
で
き
な
い
。
農
地
以
外
で
防
除
対
策
を
講
じ
た
場
合
、
村
の
補

助
は
あ
る
か
。

・
有
害
獣
対
策
の
緩
衝
帯
整
備
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
整
備
を
進

め
て
ほ
し
い
。
（
サ
ル
を
始
め
と
す
る
有
害
獣
対
策
は
、
個
体
数

調
整
、
防
除
対
策
等
、
多
く
の
意
見
、
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
）

・
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
出
没
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。
畑
に

被
害
が
出
る
と
ダ
メ
ー
ジ
が
大
き
く
な
る
。
実
際
の
状
況
は
ど
う
か
。

・
春
季
に
防
除
講
習
会
を
実
施
し
て
ほ
し
い
。

地
区
行
政
懇
談
会

20
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・
県
道
加
子
母
付
知
王
滝
線
の
横
ビ
ラ
坂
や
、
野
口―

瀬
戸
間
が
日

陰
と
な
り
凍
結
が
ひ
ど
い
。
伐
採
を
県
へ
要
望
し
て
ほ
し
い
。

・
村
内
の
道
路
、
上
下
水
道
施
設
を
含
め
、
イ
ン
フ
ラ
設
備
の
長
寿

命
化
が
心
配
さ
れ
る
。

・
降
雨
時
、
水
道
が
濁
る
。
改
善
し
て
ほ
し
い
。

【
消
防
防
災
・
危
機
管
理
関
係
】

・
防
災
無
線
が
入
ら
な
い
。

・
大
久
保
宅
下
の
防
火
水
槽
の
排
水
が
用
水
に
流
れ
ず
、
田
に
漏
れ

て
い
る
。
災
害
の
可
能
性
も
あ
り
心
配
。
（
他
地
区
か
ら
も
防
火

水
槽
の
修
繕
要
望
あ
り
）

・
災
害
時
の
障
害
者
向
け
の
避
難
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
あ
る
か
。

・
防
火
水
槽
（
水
利
）
の
表
示
が
無
か
っ
た
り
、
読
め
な
い
も
の
が

あ
る
。
改
善
を
望
む
。

・
防
火
水
利
、
消
火
栓
周
り
の
除
雪
を
行
っ
て
い
る
が
、
だ
ん
だ
ん

出
来
な
く
な
っ
て
き
た
。
何
等
か
の
対
応
を
お
願
い
す
る
。

・
農
業
用
水
は
消
防
水
利
で
も
あ
る
た
め
、
村
の
管
理
負
担
金
は
継

続
し
て
ほ
し
い
。

・
用
水
が
落
ち
葉
で
詰
ま
る
時
、
今
ま
で
は
個
人
で
取
り
除
い
て
き

た
が
、
高
齢
化
で
難
し
く
な
っ
て
き
た
。
消
防
水
利
に
も
な
っ
て

い
る
の
で
、
何
と
か
な
ら
な
い
か
。

・
王
滝
川
が
増
水
し
た
場
合
、
瀬
戸
地
区
付
近
の
県
道
が
流
出
し
な

い
か
心
配
。
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
辺
り
も
危
険
で
は
な
い
の
か
。

治
水
工
事
を
行
っ
て
ほ
し
い
。

・
牧
尾
ダ
ム
に
生
息
す
る
ウ
グ
イ
な
ど
が
堰
堤
に
よ
り
遡
上
で
き
な

い
。
魚
道
の
整
備
を
望
む
。

【
そ
の
他
】

・
滝
越
区
は
世
帯
数
も
減
っ
て
い
る
。
災
害
が
発
生
す
る
と
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
で
の
避
難
と
な
る
。
集
団
移
住
を
検
討
す
る
こ
と
も
あ
る

が
、
村
で
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

・
（
滝
越
区
は
、
高
齢
化
に
よ
り
）
区
民
と
し
て
の
役
目
が
出
来
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
。
自
衛
消
防
隊
も
あ
る
が
、
年
寄
り
に
消
防

を
や
れ
と
言
っ
て
も
無
理
。
行
政
区
と
し
て
の
運
営
が
厳
し
く

な
っ
て
い
る
。

・
空
き
家
バ
ン
ク
の
状
況
は
？
こ
こ
に
住
み
た
い
が
、
適
当
な
空
き

家
が
な
い
。

・
空
き
家
バ
ン
ク
の
農
地
版
、
“
農
地
バ
ン
ク
”
み
な
い
な
も
の
は

る
の
か
。

・
郡
内
町
村
は
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
議
会
中
継
を
行
っ
て
い
る
の
に
、

王
滝
村
は
な
ぜ
中
継
し
な
い
の
か
。
議
会
広
報
だ
け
で
は
議
会
の

状
況
が
分
か
ら
な
い
。
一
般
質
問
だ
け
で
も
放
送
で
き
な
い
か
。

・
千
沢
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
の
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

・
（
コ
ロ
ナ
対
策
等
で
）
新
年
会
、
区
集
会
等
が
出
来
な
い

場
合
、
行
政
連
絡
員
会
議
の
内
容
を
、
区
長
が
区
民
へ
周

知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
連
絡
内
容
を
箇
条
書
き
で
回

覧
し
て
い
た
だ
く
と
助
か
る
。

・
村
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
行
政
連
絡
員
会
議
の
連
絡
事
項
を

載
せ
て
も
ら
っ
て
も
良
い
。
文
字
放
送
は
時
間
に
制
限
が

あ
る
。

・
固
定
資
産
（
土
地
・
建
物
）
を
村
に
寄
付
し
た
い
場
合
は

ど
う
す
る
の
か
。
ま
た
、
空
き
家
の
固
定
資
産
税
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

・
山
林
所
有
者
が
所
有
す
る
山
林
か
ら
木
を
出
せ
ず
、
森
林

組
合
か
ら
薪
を
買
っ
て
い
る
状
態
と
な
っ
て
い
る
。
買
っ

た
方
が
“
安
あ
が
り
”
と
い
う
こ
と
だ
と
思
う
が
、
同
じ

お
金
が
か
か
る
の
な
ら
、
村
内
に
お
金
が
循
環
し
、
か
つ
、

有
害
獣
対
策
に
も
つ
な
が
る
森
林
整
備
の
し
く
み
づ
く
り

が
で
き
な
い
か
。

・
滝
越
で
暮
ら
し
て
５
年
が
経
つ
が
、
よ
い
処
だ
と
思
っ
て
い
る
。

交
通
な
ど
、
不
便
な
面
も
あ
る
が
、
魅
力
は
一
番
。
呼
び
か
け
の

方
法
次
第
で
移
住
者
が
増
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
つ
い
て
、
自
分
が
持
っ
て
い
る
農
機
具
等

を
使
っ
て
も
構
わ
な
い
の
で
、
滝
越
で
農
業
を
や
っ
て
ほ
し
い
。

・
村
か
ら
の
情
報
発
信
が
足
り
な
い
。
経
済
波
及
効
果
の
調
査
、
行

政
懇
談
会
の
日
程
、
ス
キ
ー
場
の
諸
問
題
等
、
役
場
か
ら
で
は
な

く
、
新
聞
や
議
員
か
ら
の
情
報
で
物
事
を
知
る
。
早
め
の
周
知
を

お
願
い
す
る
。
（
多
数
の
ご
意
見
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
）

・
村
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
取
得
を
促
進
し
て
い
る
が
、
住
民

票
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
が
出
来
な
い
と
聞
い
た
。
な
ん
と
か
な
ら
な

い
か
。

・
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
利
用
し
た
情
報
発
信
に
つ
い
て
、
村
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
み
て
は
。

・
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
屋
根
の
勾
配
が
逆
の
も
の
が
あ
る
。
改
善

し
て
ほ
し
い
。

・
氏
名
無
記
名
の
ご
み
証
紙
（
袋
）
が
あ
る
。
ご
み
の
出
し
方
を

し
っ
か
り
周
知
し
て
ほ
し
い
。

・
村
誌
編
纂
に
つ
い
て
、
古
い
記
録
が
整
理
さ
れ
て
い
な
い
と
聞
い

た
。
携
わ
れ
る
人
が
い
る
う
ち
に
、
編
纂
事
業
を
再
開
し
て
ほ
し

い
。

・
盾
（
英
雄
）
先
生
が
滝
越
の
こ
と
を
心
配
し
て
く
れ
て
い
る
。
滝

越
の
歴
史
で
人
を
呼
び
込
む
提
案
を
し
て
く
れ
た
。
楯
先
生
は
村

へ
も
働
き
掛
け
を
し
た
が
、
村
か
ら
の
返
答
は
無
か
っ
た
と
の
こ

と
。
村
と
し
て
楯
先
生
に
対
応
し
て
ほ
し
い
。

・
三
浦
太
夫
（
塚
？
）
に
つ
い
て
、
も
っ
と
多
く
の
人
に
見
て
も
ら

え
る
よ
う
に
し
た
い
。

・
使
わ
れ
て
い
な
い
公
共
施
設
の
外
観
が
ボ
ロ
ボ
ロ
に
な
っ
た
り
、

国
民
体
育
館
は
雨
漏
り
。

・
山
岳
歴
史
文
化
会
館
の
現
状
は
？
貴
重
な
資
料
が
保
存
さ
れ
て
い

る
の
で
、
換
気
な
ど
が
必
要
な
の
で
は
？

・
保
存
さ
れ
て
い
る
資
料
を
村
民
に
公
開
す
る
機
会
を
設
け
て
ほ
し

い
。

・
村
誌
編
纂
事
業
終
了
後
、
外
部
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
応
で
き

て
い
な
い
た
め
、
体
制
の
整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

・
日
本
マ
グ
マ
が
撤
退
し
た
後
も
、
「
ふ
る
さ
と
の
家
」
を
集
会
施

設
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
確
認
を
お
願
い

し
ま
す
。
（
鞍
馬
区
）

・
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
は
来
年
度
か
ら
予
定
し
て
い
る
か
。

・
薪
を
作
る
の
は
大
変
な
の
で
、
支
障
木
の
払
下
げ
や
、
支
障
木
に

限
ら
ず
、
村
有
林
の
払
下
げ
を
し
て
い
た
だ
く
と
有
難
い
。

・
松
原
ス
ポ
ー
ツ
公
園
内
に
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
場
を
新
設
し

て
ほ
し
い
。

紙
面
の
関
係
で
す
べ
て
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
掲
載
で
き

ま
せ
ん
。
区
の
要
望
事
項
の
回
答
に
合
わ
せ
、
別
の
機
会
に

お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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申告期間：2月16日（木）～ 3月15日（水）

令和４年分 所得税確定申告、令和５年度分 住民税・国保税の申告を下記の日程で

行います。都合の良い場所で申告手続きをお願いします。

期 日 時 間 場 所

２月１６日（木） 午前9時 ～ 正午 二子持集会所

２月１７日（金） 午前9時 ～ 正午 滝越集会所

２月２０日（月） 午前9時 ～ 正午 九蔵集会所

２月２１日（火） 午前9時 ～ 正午 東公民館

２月２２日（水） 午前9時 ～ 正午 中越集会所

２月２４日（金） 午前9時 ～ 午後3時 もろき

２月２７日（月） 午前9時 ～ 午後3時 上条コミセン

２月２８日（火） 午前9時 ～ 午後3時 上条コミセン

３月 １日（水） 午前9時 ～ 午後4時 王滝村公民館

3月２日（木）
～1５日（水）

午前9時 ～ 午後5時 王滝村役場

✎ 申告会場へ持参するもの

□ 税務署からハガキや書類が届いていれば、そのハガキと書類

□「マイナンバーカード」または「マイナンバー通知カード ＋ 身分証明書」

□ 令和４年中の所得がわかる資料（給与・年金源泉徴収票など）

□ 営業・農業・不動産所得のある方は、収支を証明する書類（領収書や帳簿など）

□ 生命保険料・地震保険料などの控除を受ける場合は、その証明書

□ 医療費控除を受ける方は、領収書、医療保険者からの通知書等

□ 還付・納税の口座振替を希望する通帳 ○お願い
新型コロナウイルス感染症予防のため、
来場の際はマスクの着用をお願いします。

※土・日・祝日は除きます
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◆
確
定
申
告
に
は
、
ｅ−

Ｔ
ａ
ｘ
・ス
マ
ホ
申
告
が
便
利
で
す
。

ご
自
宅
か
ら
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で
ご
利
用
い
た
だ
け
る
ｅ−

Ｔ
ａ
ｘ
（
電
子
申
告
）
・

ス
マ
ホ
申
告
が
便
利
で
す
。

確
定
申
告
会
場
に
出
向
か
な
く
て
も
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
カ
ー
ド
読
取
対
応
の
ス
マ
ホ
ま
た
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
利
用
し
て
、
ｅ

−

Ｔ
ａ
ｘ
で
申
告
書
を
提
出
で
き
ま
す
。

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申
告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
へ
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
で
ア

ク
セ
ス
し
、
ぜ
ひ
ご
自
宅
か
ら
ｅ−
Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◆
確
定
申
告
会
場
を
開
設
し
ま
す
。

所
得
税
・
個
人
消
費
税
・
贈
与
税
の
確
定
申
告
会
場
を
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す
。

・
会
場

木
曽
税
務
署

２
階
会
議
室

・
期
間

令
和
５
年
２
月

日
（
木
）
～
３
月

日
（
水
）

※

土
・
日
・
祝
日
を
除
く

・
受
付
時
間

午
前
８
時

分
～
午
後
４
時
ま
で

・
相
談
開
始

午
前
９
時
か
ら

・
確
定
申
告
会
場
の
入
場
に
は
、
当
日
配
付
ま
た
は
国
税
庁
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式

ア
カ
ウ
ン
ト
か
ら
事
前
に
取
得
し
た
「
入
場
整
理
券
」
が
必
要
で
す
。

○
お
願
い

・
ス
マ
ホ
を
お
持
ち
の
方
は
、
基
本
的
に
会
場
に
お
い
て
ス
マ
ホ
を
利
用
し
て
申
告
書
を

作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
ご
来
場
の
際
は
マ
ス
ク
を
着
用
し
て
い
た
だ
き
、
入
り
口
で
手
指
の
消
毒
を
お
願
い
し

ま
す
。

・
入
場
の
際
に
検
温
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
咳
・
発
熱
等
の
症
状
が
あ
る
方
は
入
場
を
お

断
り
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
会
場
の
混
雑
状
況
に
よ
り
相
談
受
付
を
早
め
に
終
了
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

国税庁LINE
公式アカウント

※二子持区長は欠席

地 区 区 長 副区長

二子持 樋口 毅 下田 君行

鞍馬 中井 秀男 鍜冶谷 保

中越 後藤 司 下出 竜二

東 滝 和人 佐藤 安政

下条 細尾 正 下村 邦之

上条 溝口 孝博 西村 久美

九蔵 木谷 隆幸 河口 晃

野口 瀬戸 高志 川上 芳隆

滝越 三浦 幸二 −

令和５年の区長さんが
決まりました

木
曽
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

15

1630
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お
問
合
せ
：
長
野
県
建
設
部
砂
防
課
調
査
管
理
係

℡

０
２
６‐

２
３
５‐

７
３
１
６

盛
土
等
を
原
因
と
す
る
土
砂
等
の
崩
落
災
害
の

発
生
を
防
止
す
る
た
め
、
『
長
野
県
土
砂
等
の
盛

土
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例
』
が
制
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
条
例
に
よ
り
令
和
５
年
１
月
１
日
以
降

に
行
う
一
定
規
模
以
上
の
盛
土
等
に
つ
い
て
は
、

原
則
、
県
の
許
可
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注

意
下
さ
い
。

長
野
県
建
設
部
よ
り
お
知
ら
せ

◆
一
定
規
模
以
上
の
土
砂
等
の
盛
土
に
は

許
可
が
必
要
で
す

○
面
接
無
料
相
談
会

１
：
相
談
日

２
月

日
（
金
）

午
前

時
～
午
後
３
時

会

場

塩
尻
市
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

３
０
２
・
３
０
３
・
３
０
６
号
室

塩
尻
市
大
門
一
番
町

‐

２

17

12

10

２
：
相
談
日

２
月

日
（
木
）

午
前

時
～
午
後
３
時

会

場

上
松
町
ひ
の
き
の
里
総
合
文
化

セ
ン
タ
ー

１
階
音
楽
室

上
松
町
大
字
上
松
１
５
９‐

８

○
相
談
内
容

・
遺
言
・
相
続
関
係
に
関
す
る
こ
と

遺
言
書
や
遺
産
分
割
協
議
書
の
作
成
、
相
続

財
産
の
調
査
、
成
年
後
見
制
度
利
用
の

ご
相
談

・
ビ
ジ
ネ
ス
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
各
種
申
請

建
築
業
許
可
書
、
農
地
転
用
許
可
、
自
動
車

登
録
な
ど
官
公
署
へ
の
申
請
の
ご
相
談

・
外
国
人
の
在
留
資
格

外
国
人
の
雇
用
や
呼
び
寄
せ
、
在
留
資
格
の

変
更
・
更
新
取
得
な
ど
の
申
請
や
永
住
、
帰

化
の
ご
相
談

・
日
常
の
お
困
り
事
の
お
手
伝
い

ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
や

内
容
証
明
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
必
要
書
類
の

作
成
、
損
害
賠
償
請
求

の
ご
相
談

23

行
政
書
士
無
料
相
談
会

お
問
合
せ
：
長
野
県
行
政
書
士
会

中
信
支
部

℡

０
２
６
３‐

８
７‐

３
７
９
８

令
和
４
年
度
電
源
立
地

地
域
対
策
交
付
金
事
業

村
で
は
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
を
次
の
事

業
に
活
用
し
て
い
ま
す
。

◆
保
育
所
運
営
事
業
（
保
育
士
３
名
の
人
件
費
）

事
業
費

７
２
６
万
４
千
円

(

う
ち
交
付
金

５
８
８
万
8

千
円
）

◆
保
健
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

（
管
理
栄
養
士
1

名
の
人
件
費
）

事
業
費

１
７
３
万
4

千
円

（
う
ち
交
付
金

１
４
５
万
円
）

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
は
発
電
施
設
の
あ

る
市
町
村
に
対
し
て
、
公
共
施
設
の
整
備
や
地
域

の
活
性
化
、
地
域
住
民
の
福
祉
向
上
を
図
る
目
的

で
国
か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。

○
主
な
規
制
項
目

・
面
積
が
３
０
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
以
上
ま
た

は
高
さ
が
５
メ
ー
ト
ル
以
上
の
土
砂
等
の
盛

土
等
を
行
う
場
合
に
県
の
許
可
が
必
要
で
す
。

・
県
の
許
可
を
受
け
る
に
あ
た
り
、
周
辺
地
域

の
住
民
に
許
可
申
請
内
容
を
周
知
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

・
土
地
所
有
者
は
盛
土
等
の
施
工
状
況
を
定
期

的
に
確
認
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
条
例
に
違
反
し
た
場
合
は
、
罰
則
（
最
大
２

年
以
上
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の

罰
金
）
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

○
手
数
料
（
一
件
あ
た
り
の
金
額
）

・
新
規
の
許
可

５
５
，
０
０
０
円

・
変
更
の
許
可

３
４
，
０
０
０
円

・
譲
受
け
の
許
可

３
４
，
０
０
０
円

10
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「マイナポイント第２弾」の対象となるマイナンバーカードの申請期間が令和５年２月

末まで延長されることとなりました。 引き続き役場では下記のサービスを行っておりま

すので、マイナンバーカードの申請が済んでいない方は是非申請ください。

○役場での無料写真撮影及び申請書記入サポート（必要なものは特にありません）

○ご自宅までお伺いし、無料写真撮影から申請書記入サポート（平日のみ対応、予約制）

王滝郵便局でも申請のお手伝いをしていますので是非お立ち寄りください！

令和５年１月４日（水）から王滝村診療所でマイナンバーカードを
保険証として利用できるようになりました。なお、これまでどおり
健康保険証での受診も可能です。
※マイナンバーカードを保険証として利用するためには、健康保険証

利用の登録が必要です。

対象者 ポイント付与金額 ポイント申込期間

①マイナンバーカード新規取得者

（マイナポイント第1弾の申込を行って

いなかった方）
最大5,000円 令和5年2月末まで

②健康保険証としての申込を行った方 7,500円 令和5年2月末まで

③公金受取口座の登録を行った方 7,500円 令和５年2月末まで

☆マイナポイント対象者

お問い合わせ：福祉健康課 住民係

「
地
域
を
よ
く
し
た
い
」
「
こ
ん
な
活
動
を
し
て
み
た
い
」

な
ど
、
地
域
の
絆
・
元
気
を
生
み
出
す
事
業
を
募
集
し
ま
す
。

〇
対
象
団
体

村
内
の
行
政
区
、
地
域
的
な
協
働
活
動
を
行
う
団
体

（
宗
教
団
体
、
営
利
団
体
を
除
く
）

〇
助
成
額

１
団
体
あ
た
り

助
成
額
上
限

万
円

〇
対
象
事
業

・
集
会
施
設
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品
の
整
備

・
公
共
施
設
周
辺
や
文
化
施
設
、
地
域
の
環
境
整
備
や
緑
化

活
動
な
ど

〇
提
出
期
限

令
和
５
年
３
月

日
（
金
）

〇
提
出
書
類

王
滝
村
絆
事
業
計
画
書

〇
留
意
事
項

・
備
品
の
整
備
、
環
境
整
備
等
内
容
を
問
わ
ず
、
い
ず
れ
も

事
業
の
中
に
労
務
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
要
素
が
必
要
で
す
。

・
宗
教
的
要
素
を
も
っ
た
事
業
へ
の
助
成
は
原
則
対
象
外
と

し
ま
す
。

・
長
野
県
の
令
和
５
年
度
地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金
の
申

請
事
業
も
対
象
に
な
り
ま
す
。

・
採
択
の
決
定
は
令
和
５
年
４
月
、
事
業
実
施
は
５
月
か
ら

可
能
の
見
込
で
す
。

令
和
５
年
度
絆
助
成
事
業
を
募
集
し
ま
す
！

24

50

お
問
合
せ
：
企
画
・
観
光
推
進
室

企
画
係
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都合により日程が変更になることがありますのでご了承下さい。

日 付 教室名 時 間 場 所

２月１日（水） 男性健康教室 10時00分～11時30分

保健センター

２日（木）
定期健康教室 10時00分～12時00分

人権・行政相談 13時00分～16時00分

７日（火） いないいないばぁ 10時00分～11時30分

８日（水）
大腸がん検診

通知文参照９日（木）

１０日（金） 胃がん・大腸がん検診

１５日（水） こころの相談 13時30分～15時30分

２１日（火） ちびっこ広場 10時00分～11時30分

２２日（水） フレイル予防教室 10時00分～11時30分

２８日（火） 健康サークル 10時00分～11時30分

※各種予防接種をご希望の方は事前予約をお願いします 王滝村診療所

２月の保健センター行事予定

長野県シニア大学木曽学部 令和５年度学生募集

一般コース 専門コース

対象者 概ね50歳以上の県内在住者

定員 30人(先着順) 30人(書類選考後、面接)

学習時間 2年間(年間15日、60時間) 1年間(年間12日、35時間)

学習内容
教養講座・趣味健康交流講座
地域づくり講座
(主に木曽合同庁舎 講堂で行います)

ゼミ方式により、活動計画を立て地
域に出向きながら実践を通して学ぶ
専門的な講座

授業料
(教材費など

別途負担金あり)
年12,000円 年26,000円

募集期間 2月1日(水)～3月31日(金)

応募方法
願書を保健センターもしくは木曽合
同庁舎木曽学へ持参または郵送

願書を長野保健福祉事務所へ持参ま
たは郵送

問い合わせ先
長野県長寿社会開発センター
木曽支部
TEL0264-25-2218

長野県長寿社会開発センター
長野支部
TEL026-228-7023

◆詳しくは、長野県シニア大学
（https://www.nicesenior.or.jp/daigaku/index/）をご覧ください。


